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↑
葵
房
習
註
さ
れ
た
輸
入
需
要
関
数
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
関
数
形
と
価
格
の
同
時
特
定
化
に
つ

、
して
、

本
　
　
田

豊

＊
本
報
告
は
、
一
九
八
○
年
度
理
論
計
量
経
済
学
会
全
国
大
会
で
発
表
し
た
、
弓
ぎ
－
◎
巨
け
Ｃ
０
潟
Ｏ
昌
Ｏ
註
８
◎
｛
司
旨
Ｏ
ぎ
量
一
句
Ｒ
昌
竃
｛

雰
－
註
き
牢
－
８
雰
。
・
ま
Ｏ
け
一
冒
ぎ
庄
Ｏ
ト
竈
冒
。
ｑ
牡
¢
Ｈ
昌
Ｏ
◎
ユ
Ｕ
¢
昌
彗
｛
向
着
註
旨
．
，
耳
■
■
＄
ぎ
曽
９
穿
彗
｛
穴
”
§
プ
ぎ
○
睾
彗
－

を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
報
告
の
掲
載
を
心
よ
く
承
諾
し
て
下
さ
っ
た
大
谷
一
博
氏
（
神
戸
商
科
大
学
講
師
）
に
深
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
尚
、
あ
り
う
べ
き
過
誤
は
筆
考
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

１
　
は
じ
め
に

　
輸
入
需
要
関
数
は
、
国
際
経
済
学
の
分
野
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
例
え
ぱ
、
輸
入
需
要
関
数
の
推
定
に
ょ
っ
て
求
め

ら
れ
る
輸
入
需
要
の
価
格
弾
力
性
は
、
関
税
と
交
易
条
件
の
変
化
、
国
際
収
支
の
調
整
な
ど
と
関
連
し
、
貿
易
政
策
上
重
要
な
情
報

を
提
供
し
て
く
れ
る
。
ま
た
、
計
量
マ
ク
ロ
モ
デ
ル
の
構
造
式
と
し
て
も
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
重
要
で
あ
る
が
ゆ
え
に
１
、
推
定
を
め
ぐ
っ
て
い
く
っ
か
の
問
題
が
提
起
さ
れ
、
多
く
の
研
究
が
た
さ
れ
て
き
た
。
そ

の
ひ
と
っ
は
、
特
定
化
（
。
。
肩
ま
Ｏ
き
旨
）
の
間
題
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
、
○
り
関
数
彩
を
ど
う
す
る
か
、
側
価
格
を
ど
の
よ
う
た



形
で
説
明
変
数
に
い
れ
る
か
、
と
い
う
二
っ
の
特
定
化
間
題
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
も
う
少
し
こ
れ
ら
の
点

を
詳
述
す
る
。

　
輸
入
需
要
関
数
を
推
定
す
る
時
に
は
、
二
っ
の
関
数
形
が
伝
統
的
に
使
わ
れ
て
き
た
。
ひ
と
っ
は
線
型
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
っ
は

対
数
線
型
（
Ｈ
◎
帽
』
罵
賢
｛
實
冒
）
で
あ
る
。
国
際
貿
易
論
で
は
、
い
く
っ
か
の
経
済
変
数
間
の
関
係
が
示
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
実
証

分
析
に
妥
当
す
る
関
数
形
に
関
し
て
何
も
提
起
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
二
っ
の
関
数
彩
の
選
択
は
、
研
究
者
の
便
宜

に
ま
か
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ぱ
、
弾
力
性
を
知
り
た
い
時
は
対
数
線
型
を
使
い
、
計
量
マ
ク
ロ
モ
デ
ル
で
は
必
要
に
応
じ
て
線
型
を

使
っ
た
り
対
数
線
型
を
用
い
た
り
す
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
関
数
形
を
”
統
計
的
に
－
有
意
〃
と
い
う
基
準
で
特
定
化
し
よ
う
と
す
る
こ
こ
ろ
み
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　
団
員
彗
Ｐ
Ｏ
員
（
お
震
）
は
、
変
数
変
換
に
ー
よ
っ
て
、
標
準
的
仮
定
を
満
足
す
る
回
帰
モ
デ
ル
を
っ
く
り
、
関
数
彬
の
特
定
化
を

　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

論
じ
、
Ｎ
彗
¢
昌
げ
ぎ
（
宕
露
）
は
そ
れ
を
計
量
経
済
分
析
に
適
用
し
た
。

　
穴
｝
彗
彗
ｐ
宛
易
乙
。
（
宕
ミ
）
は
、
品
。
・
箒
。
・
等
ｏ
さ
れ
た
輸
入
需
要
関
数
を
特
定
化
す
る
た
め
に
ー
、
次
の
よ
う
な
二
種
類
の
関
数
移

を
提
起
し
た
。

　
　
　
　
ｏ
１
享
三
・
・
玲
・
葦
－
さ
・
一
心
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一

　
　
　
　
　
　
　
汁
前
「
一
　
“
一
“
醤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
、
罫
＞
諦
糊
鮪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
一
渋
蝿
○
ｚ
勺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
§
、
罫
＞
書
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ミ
一
囲
｝
盲
諦

　
　
　
声
。
・
胃
品
ｇ
ｏ
さ
れ
た
輸
入
需
要
関
数
に
お
げ
る
関
数
形
と
価
格
の
同
時
特
定
化
（
本
田
）
　
　
四
九
三
（
九
七
七
）



　
立
命
館
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済
学
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三
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第
三
・
四
・
五
合
併
号
）

参
ぎ
ぶ
は
パ
ラ
メ
ー
タ
で
期
待
さ
れ
る
符
号
は
、

、
・
苧
、
・
・
、
一
、
・
螢
十
、
・
・
、
鼻
一
・
・

３
〈
９
ぶ
〃
◎
で
あ
る
。

四
九
四
（
九
七
八
）

ｓ

　
こ
こ
で
、
戸
く
９
Ｆ
〃
◎
と
期
待
さ
れ
る
。
£
は
、
　
－
◎
叩
ｇ
Ｈ
昌
肖
分
布
に
従
う
。

　
そ
し
て
、
○
Ｄ
の
式
を
包
含
す
る
た
め
に
吋
◎
内
彗
Ｐ
Ｏ
婁
（
岩
震
）
の
方
法
を
使
い
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
目
本
に
つ
い
て
実
証

分
析
を
行
い
、
対
数
線
型
が
線
型
よ
り
ベ
タ
ー
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
え
た
。

　
他
方
、
価
格
変
数
に
関
す
る
特
定
化
は
、
相
対
価
格
（
国
内
価
格
に
対
す
る
輸
入
価
格
の
比
で
表
わ
さ
れ
る
）
を
説
明
変
数
と
し
て
使

う
か
、
あ
る
い
は
、
輸
入
価
格
と
国
内
価
格
を
乙
。
ｏ
雇
§
試
に
説
明
変
数
と
し
て
使
う
か
と
い
う
間
題
で
議
論
さ
れ
て
き
た
。

　
相
対
価
格
の
妥
当
性
を
検
定
す
る
た
め
に
、
峯
員
ｈ
昌
彗
｛
ｏ
巨
旨
彗
（
畠
豪
）
は
、
次
の
よ
う
な
モ
デ
ル
を
示
し
た
。

　
　
　
　
Ｈ
◎
胴
鼻
１
１
９
＋
“
Ｈ
◎
ｏ
ｑ
さ
十
“
Ｈ
◎
囚
、
§
、
十
ぶ
－
◎
胴
、
ミ
十
Ｓ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
。
一

　
輸
入
関
数
が
対
数
線
型
で
特
定
化
さ
れ
て
い
る
場
合
、
帰
無
仮
説
は
、
回
帰
係
数
の
線
型
制
約
で
表
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。
却
ち
、

鼻
一
“
十
ぶ
１
１
◎
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
カ
ナ
ダ
に
っ
い
て
実
証
分
析
を
行
い
、
相
対
価
格
モ
デ
ル
は
不
適
当
で
あ
る
と
い
う
結
論
を

導
い
た
。

　
こ
こ
で
、
輸
入
需
要
関
数
の
相
対
価
格
の
経
済
的
含
意
を
考
え
て
み
よ
う
。
穴
｝
彗
彗
｛
射
易
。
。
（
岩
ミ
）
が
実
証
し
た
国
々
（
ア

メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
目
本
）
の
輸
入
構
造
は
、
非
常
に
異
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
原
材
料
、
鉱
物
石
油
原
料
、
工
業
製
品
の
全
輸
入

に
し
め
る
割
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
＼
×
に
“
　
　
　
べ
一
〇
〇
“
－
　
ミ
．
ｏ
“
一
　
邊
．
ｏ
ｏ
“



　
　
　
斗
斗
、
ウ
　
　
ト
ト
“
－
　
Ｈ
◎
』
“
一
　
べ
ｍ
．
べ
“

　
　
　
コ
　
　
料
　
　
Ｎ
◎
」
“
－
　
お
．
ｏ
“
一
　
ミ
．
◎
“

ま
た
、
一
九
七
六
年
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
に
占
め
る
全
輸
入
の
シ
ェ
ア
は
、
ア
メ
リ
カ
で
七
・
六
％
、
カ
ナ
ダ
で
二
一
．
四
％
、
目
本
で
一
一

・
六
％
で
あ
る
。
即
ち
、
輸
入
構
造
や
輸
入
依
存
は
国
々
に
よ
っ
て
大
き
く
違
う
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
数
字
か
ら
、
日
本
は
総
輸
入
に
。
占
め
る
原
材
料
や
鉱
物
石
油
原
料
の
割
合
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、

目
本
の
輸
出
は
加
工
製
品
が
中
心
で
あ
り
、
原
材
料
の
輸
出
は
皆
無
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
目
本
で
は
、
輸
入
財
と
国
内
財
（
輸

出
財
）
に
代
替
性
が
存
在
し
な
い
と
推
論
さ
れ
る
か
ら
、
輸
入
財
と
国
内
財
（
輸
出
財
）
の
代
替
性
を
前
提
と
す
る
相
対
価
格
の
利
用

は
、
不
適
当
で
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
相
対
価
格
の
妥
当
性
は
、
ア
メ
リ
ヵ
や
ヵ
ナ
ダ
に
お
い
て
は
目
本
よ
り
大

き
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
も
事
前
に
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
相
対
価
格
を
最
初
か
ら
適
用
す
べ
き
で
は
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
に
は
い
く
つ
か
の
間
題
点
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
即
ち
、
穴
プ
彗
彗
｛
内
ｏ
。
。
。
。

（
畠
ミ
）
の
モ
デ
ル
は
、
相
対
価
格
を
基
礎
に
お
い
て
い
る
の
で
、
相
対
価
格
が
妥
当
し
な
い
な
ら
彼
ら
の
議
論
は
誤
り
で
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。
ま
た
、
冒
員
５
く
彗
ｐ
ｏ
巨
昌
彗
（
畠
豪
）
も
、
対
数
線
型
が
妥
当
し
な
い
な
ら
誤
り
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
間
題
点
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
関
数
彩
と
相
対
価
格
に
関
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
制
約
を
同
時
に
考
え

た
ほ
う
が
よ
り
適
切
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
対
数
線
型
と
パ
ラ
メ
ー
タ
制
約
が
検
定
で
同
時
に
，
採
択
さ
れ
た
場
合
に
の
み
相
対
価
格

は
妥
当
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
本
報
告
の
目
的
は
、
関
数
形
と
バ
ラ
メ
ー
タ
制
約
の
同
時
検
定
を
行
い
、
ア
メ
リ
ヵ
、
ヵ
ナ
ダ
、
目
本
に
最
も
妥
当
す
る
晶
胃
、

　
　
　
＞
。
・
胃
品
算
¢
さ
れ
た
輸
入
需
要
関
数
に
お
げ
る
関
数
彩
と
価
格
の
同
時
特
定
化
（
本
田
）
　
　
四
九
五
（
九
七
九
）
　
　
　
　
　
６



　
　
　
立
命
館
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（
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四
九
六
（
九
八
○
）

○
電
蒜
さ
れ
た
輸
入
需
要
関
数
を
求
め
る
こ
と
に
あ
呑
。

　
本
報
告
で
は
、
皿
で
吋
◎
苧
Ｏ
◎
肉
変
換
に
相
対
価
格
制
約
を
導
入
し
た
輸
入
モ
デ
ル
を
示
し
、
適
当
な
輸
入
需
要
関
数
を
決
定
す

る
た
め
の
検
定
方
法
を
論
ず
る
。
皿
で
は
実
証
的
結
果
を
述
べ
、
最
後
に
結
論
と
今
後
の
課
題
を
示
す
。

　
　
　
　
皿
　
声
ｏ
ｑ
ｏ
ｑ
き
零
試
さ
れ
た
輸
入
需
要
関
数

　
　
団
員
－
Ｏ
買
変
換
を
使
っ
て
ト
。
・
湾
晶
斗
¢
さ
れ
た
輸
入
需
要
関
数
は
、
次
の
よ
う
に
表
わ
さ
れ
る
。

　
　
　
　
９
（
、
、
１
１
事
志
き
（
、
、
志
～
ミ
（
、
、
十
》
、
ミ
、
、
、
十
・
・
一
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ

　
　
　
　
　
　
た
だ
し
、
刃
一
変
換
パ
ラ
メ
ー
タ

　
変
換
は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
。

　
　
　
　
雫
膏
、
）
＼
、
汀
一
　
　
　
　
　
　
一
・

他
の
変
数
に
っ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
↑
Ｏ
式
は
、
、
１
Ｉ
Ｈ
の
場
合
は
線
型
に
、
、
１
－
◎
の
場
合
に
は
対
数
線
型
に
変
彩
さ
れ
る
。

　
さ
て
、
↑
り
式
に
次
の
バ
ラ
メ
ー
タ
制
約
を
導
入
す
る
。

　
　
　
　
寧
十
凍
１
１
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
９

こ
の
時
、
刃
、
６
の
両
方
が
Ｏ
で
あ
る
と
い
う
仮
説
が
同
時
検
定
で
採
択
さ
れ
た
場
合
に
の
み
、
相
対
価
格
が
妥
当
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

　
関
数
形
と
パ
ラ
メ
ー
タ
制
約
の
同
時
検
定
の
た
め
に
、
↑
ｏ
と
ゆ
よ
り
次
式
を
え
る
。



　
　
　
　
〇
一
ｓ
↓
一
志
き
（
、
）
・
ミ
、
ミ
（
、
、
－
、
ミ
、
、
）
一
十
き
、
、
、
）
吉
　
　
　
　
　
　
ｓ

誤
差
項
は
独
立
で
正
規
的
に
分
布
し
て
い
る
か
ら
、
○
つ
式
の
パ
ラ
メ
ー
タ
は
最
尤
法
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
。
い
式
の
尤
度
関
数
の

対
数
移
は
次
の
よ
う
に
与
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
卜
…
↓
一
書
↓
冨
心
Ｊ
州
み
一
・
（
、
、
－
干
葦
（
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
ぎ
（
、
ミ
、
、
、
１
“
＼
（
、
）
）
１
竜
ミ
、
、
）
］
、
１
（
＼
Ｉ
Ｈ
）
】
Ｈ
品
９
　
　
　
　
一
〇
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
１
１
一

　
た
だ
し
、
ｒ
一
時
系
列
の
デ
ー
タ
数
を
示
し
、
働
式
の
最
後
の
項
は
、
従
属
変
数
の
変
換
に
関
す
る
ヤ
コ
ー
ビ
ア
ソ
に
対
応
す
る
。

入
６
が
与
え
ら
れ
る
と
、
働
式
は
定
数
部
分
を
除
い
て
標
準
的
た
最
小
二
乗
式
の
尤
度
関
数
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
（
ｂ
？
｝
・

》
）
と
〆
の
最
尤
推
定
値
は
、
標
準
的
最
小
二
乗
法
に
よ
っ
て
え
ら
れ
る
。
我
々
は
、
〆
の
推
定
値
を
、
、
（
ン
助
）
と
定
義
す
る
。

　
尤
度
関
数
ゆ
に
が
の
代
り
に
ー
こ
の
｝
心
（
ン
～
）
を
代
入
す
る
と
、
所
与
の
（
シ
助
）
に
っ
い
て
、
工
の
最
大
値
を
え
る
こ
と
が
で
き
、

定
数
部
分
を
除
い
た
値
（
…
卜
妻
メ
）
は
、

　
　
　
　
卜
姜
（
乞
）
１
Ｉ
Ｉ
『
夏
定
き
）
十
（
〒
Ｈ
）
呼
・
。
・
９
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
一

と
な
る
・
異
た
っ
た
１
，
６
の
値
に
っ
い
て
、
ゆ
を
プ
ロ
ツ
ト
す
る
と
、
パ
ラ
メ
ー
タ
空
問
で
ト
；
・
（
シ
サ
）
の
値
を
最
大
に
す
る

特
定
の
（
、
も
）
を
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
時
、
尤
度
比
法
を
使
う
と
、
（
～
も
）
の
Ｈ
８
（
Ｈ
ー
ミ
）
％
の
信
頼
区
間
は
次
の
よ
う
に
・
な
る
。

　
　
　
　
卜
姜
（
ま
）
』
曇
（
言
）
〈
ｗ
ぺ
・
、
（
ミ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
９

　
　
　
　
声
。
ｑ
ｏ
ｑ
毒
電
示
さ
れ
た
輸
入
需
要
関
数
に
お
げ
る
関
数
彩
と
価
格
の
同
時
特
定
化
（
本
田
）
　
　
四
九
七
（
九
八
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
．
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
八

　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
一
卦
疎
洪
様
　
　
沖
一
皿
旺
隔

¢
◎
式
か
ら

　
　
　
　
填
二
１
１
◎
彗
ｑ
～
１
１
◎
の
棄
却
域
は
、

　
　
　
　
ｏ
（
き
）
Ｈ
卜
婁
（
箏
）
１
卜
婁
（
９
◎
）
ｗ
Ｈ
荒
（
９
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

で
表
わ
さ
れ
る
。

　
こ
こ
で
、
旨
員
ｓ
＜
§
ｑ
ｏ
ぎ
昌
彗
（
宕
豪
）
一
く
鼻
籏
（
宕
ミ
）
の
条
件
付
検
定
の
棄
却
域
は
、

　
　
　
　
Ｑ
（
～
）
Ｈ
卜
曇
（
～
１
Ｉ
Ｐ
吻
）
１
卜
曇
（
ヤ
◎
し
１
１
◎
）
Ｍ
Ｈ
亀
（
ミ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

で
表
わ
さ
れ
る
。

（
九
八
二
）

亘８

皿
　
結
　
果

　
最
初
に
、
我
々
は
一
九
六
五
年
か
ら
一
九
七
七
年
の
四
半
期
デ
ー
タ
を
使
っ
て
、
三
国
の
輸
入
関
数
を
線
型
と
対
数
線
型
で
推
定

し
た
。
結
果
は
表
１
で
示
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
輸
入
価
格
と
国
内
価
格
を
乙
・
召
胃
等
ｏ
に
説
明
変
数
と
し
て
と
り
扱
っ
て
い

る
。

表
１
よ
り
、
ア
メ
リ
ヵ
の
価
格
変
数
の
係
数
の
符
号
は
、
線
型
、
対
数
線
型
の
両
方
と
も
、
通
常
期
待
さ
れ
た
も
の
と
逆
で
あ
る

（
却
ち
、
輸
入
価
格
が
上
昇
す
る
と
輸
入
が
ふ
え
、
国
内
価
格
が
上
昇
す
る
と
輸
入
が
へ
る
と
い
う
結
果
に
た
っ
て
い
る
）
・
　
ま
た
・
ダ
ー
ビ
ソ

．
ワ
ト
ソ
ソ
比
は
、
こ
れ
ら
全
て
の
国
に
つ
い
て
あ
ま
り
よ
く
な
い
。
自
由
度
修
正
ず
み
の
決
定
係
数
、
申
値
、
“
１
値
は
、
ア
メ
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ｓ
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鴫

　
　
ｄ

ｓ
　
　
ｂ

拭
　
　
ｄ

ｅ
　
　
蛇

．
Ｃ
１
　
　
Ｓ

　
　
ｕ

嗣
　
　
ｊ

ｅ
２
　
ｄ

〇
一
Ｒ
ａ

Ｃ
　
　
ｎ

Ｗ
岬
－
則
・

１
ｏ
ｄ
坑

旋
ｂ
ｌ
ｍ

Ｓ
ｅ
Ｓ
ｍ

ｓ
．
ｅ
ｓ
釘

脆
比
或

血
・
ｄ

ｅ
蛇
ｏ
ｆ

脈
脾
ｔ

Ｐ
ｎ
ｅ
。

．
ｍ
ｉ
．
Ｏ

Ｓ
船
箭

此
１
ｕ
ｏ
。

釦
Ｗ
。

甘
ト
酔

ａ
．
ピ
Ｃ
．

ｇｎｕａｒＯＰｒＯＣｎ
ｎ

ｉ
Ｏ

Ｓ
．
杭

ｎ
　
ａ

Ｏ
　
Ｃ

ｈ
ｉ

ａ
．
ｏ

ｕ
ｅ

ｑ
Ｐ

ｅ
　
Ｓ

ｄ
ｆ

ｎ
Ｏ

ａ
Ｓ

ｍ
ｎ

ｅ
Ｏ

ｄ
．
ｈ

　
Ｃ

＋
し
　
・
１

ｒ
　
ｒ

Ｏ
ｔ

Ｐ
ｅ
ｓ

．
ｍ
・

ｆ
趾
０
前

ｅ
ｓ
ｍ

討
螂

ｍ
脾

．
説
ｅ

Ｅ
出

２表

　
　
　
　
　
　
　
ｄ

　
　
　
　
　
　
ｐ

　
　
　
　
　
　
ｇ

　
　
　
　
　
　
０

　
　
　
　
　
　
４

　
　
　
　
　
　
０
一

　
　
　
　
　
　
十

　
　
　
　
　
　
Ｄ

　
　
　
）
　
　
　
　
ｄ

　
　
　
　
　
　
ｐ

）
　
　
　
　
疵
　
　
　
ｇ

ｄ
　
炉
　
１
・

ｐ　
　
　
…
…

　
　
８
Ｐ
　
　
８
　
帆
　
６

帆
　
１
９
（
　
５
Ｐ
　
７

Ｐ
　
Ｌ
ｏ
　
２
．
９
　
０
・

３
（
一
馴
）
一
ゆ
）
一

０
８
岬
Ｗ
８
６
３
Ｗ
刀
３
１
Ｗ

…
古
寸
ユ
寸

ヒ
共
（
正
（
・

閉
霊
舳
忍
笛
砒

　
９
・
＝
６
８
．
二
２
３
・
＝

〇
一
！
　
　
　
　
！
　
　
３
３

　
（
Ｆ
Ｌ
（
Ｆ
０
（
Ｆ

＋９
　
　
，
十
　
　
，
１
．
　
，

５
４
９
）
５
２
０
８
３
）
６
６
＋
２
）
５
７

　
７
９
２
７
９
０
１
９

皿
２
・
０
・
６
・
５
・
０
・
８
３
９
・
０
・

一
１
＝
　
一
１
＝
５
・
２
＝

一
一
↑
評
一
↑
評
一
↑
評

軌
　
　
飢
　
　
一

ＳｅｔａｔＳｄｅ
．
血ｎＵ

ｇＯａｄａｎａＣ

ＱｇＯｎａＰａＪ

　
１

　
１
ｅ

‘
１
０
ｂ

ｔ
　
　
ａ

ａ
Ｔ

ｒ　
Ｏ
ｎ
　
ｔ

ＯＳ
　
ｒ

試
１
ａ

Ｗ
．
ｍ

止
．
副

■
｝

岨
此

』
切

ｗ
肘

ひ
０
ｔ

ａ
．
」

リ
カ
の
価
格
変
数
の
係
数
を
除

い
て
全
て
よ
い
。
し
た
が
っ
て
、

二
つ
の
関
数
形
の
ど
ち
ら
を
選

択
す
べ
き
か
に
、
つ
い
て
の
明
確

な
根
拠
は
、
い
ず
れ
の
国
に
お

い
て
も
存
在
し
な
い
こ
と
に
な

る
。　

そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
つ
い
て
、

所
与
の
（
、
し
）
で
ト
妻
。
（
ン
～
）

を
計
算
す
る
（
た
だ
し
、
刃
、
６

の
値
は
、
１
Ｈ
．
閉
か
ら
Ｈ
．
閉
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

◎
．
Ｈ
き
ざ
み
で
動
か
し
て
い
る
）
。

数
値
計
算
か
ら
、
卜
冒
簑
（
卜
～
）
・

の
関
数
は
昌
－
－
昌
◎
３
Ｈ
で
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
、

卜
量
。
（
、
し
）
の
最
大
値
を
示
す

１
，
６
の
値
（
即
ち
、
、
刃
、
一
６
）
、

声
ｏ
ｑ
。
・
Ｈ
品
算
¢
さ
れ
た
輸
入
需
要
関
数
に
－
お
げ
る
関
数
彫
と
価
格
の
同
時
特
定
化
（
本
田
）
　
　
四
九
九
（
九
八
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇
（
九
八
四
）

九
五
％
信
頼
区
間
の
軌
跡
は
、
図
ユ
か
ら
図
３
で
示
さ
れ
る
。

　
図
１
か
ら
、
ア
メ
リ
ヵ
の
場
合
、
（
ト
軸
）
”
（
９
◎
）
は
九
五
％
の
信
頼
区
問
に
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
、
相
対
価
格
は
不
適
当
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
（
ト
～
）
Ｕ
（
Ｈ
．
９
ｏ
）
が
九
五
％
の
信
頼
区
間
に
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
輸
入
需
要
関
数

は
線
型
で
、
輸
入
価
格
と
国
内
価
格
の
差
を
変
数
と
し
て
使
用
し
た
ほ
具
妥
当
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
電
一
一
の
関
数
形
を
利

用
し
て
再
度
輸
入
需
要
関
数
を
推
定
す
る
と
、
表
２
の
よ
う
に
な
っ
た
。
表
２
か
ら
、
価
格
変
数
の
係
数
の
符
号
が
改
善
さ
れ
、

申
値
も
増
大
す
る
。
し
か
し
、
ダ
ー
ビ
ソ
・
ワ
ト
ソ
ソ
比
は
ま
だ
よ
く
な
い
。

　
ｄ
　
ｅ

　
　
　
　
　
　
　
　
刃

１図
ｎ
ｈ

ａ
　
ｔ

ｎ
．
ｍ

幽
）
　
　
　
…

ｅ
冬
０

ｒ

　
＾
，

ｅ^
（

Ｃ
ｎ
　
　
Ｘ

　
ａ
此
ｍ

ｉ
工

ｎ
ｏ
　
ｄ

Ｃ
　
ｎ％

れ
　
　
蝸

９
５

　
＾
刃

ｏ
ｆ

　
’
Ｉ
　
Ｓ

　
Ｏ
　
ｅ

岨
Ｓ
就

七
〇
ｕ
。
趾

ｏ
ｎ
訓
ｄ

Ｃ
Ｖ
蛇
び

ｅ
・
出
　
　
　
ひ
刀

出
出
Ｕ

ｏ

５
０
一

・

０

１
一

－

６

０
一

匡

く
刃

　
ｏ
ｏ

　
へ

　
２

　
臣・

〈
６

０
　
　
，

一
く
い

；
　
酬

　
ｍ

＾
６
　
Ｌ

　
ｎ
）

　
○
ぐ
０

　
●
１
・
・

　
ｇ
　
　
，

　
ｅ
＾
刃

　
ｒ
　
（

　
　
ｘ

　
　
ａ

　
Ｃ
ｅ
　
ｍ

　
ｎ
工

　
ｅ
　
ｄ
ｄ

　
丘
　
ｎ

　
ｎ
　
ａ

　
○
含
０

２
。
，

　
％
、
刃

図
９
５
ｏ
ｆ

　
ｏ
ｆ
ｅ
ｓ

　
　
１
ｕ

　
ｒ
　
ａ

　
ｕ
　
Ｙ

　
Ｏ
　
ｔ

　
ｎ
　
ｅ

　
ｏ
ｈ

　
Ｃ
　
ｔ

　
ｅ
ｄ

　
ｈ
　
ｏ

　
ｔ
　
ａ

■ａｄａｎａＣｎ

■
１
＾

刃
５
■

０

２
’
・

■０
（畠

＠

＾
刃
く
ぶ

石
　
　
　
　
　
　
０

０
　
　
　
　
　
　
０
一

小

　
４

　
６
１

　
昌

　
く
の

’
■
１
　
　
，

〇
一
く
い

畠
　
酬

　
ｍ

〈
び
　
Ｌ



ｅ
へ
０

　
　
　
　
Ｃ

　
　
　
　
ｎ
＾

　
　
　
　
ｅ
刃

　
　
　
　
ｄ

　
　
　
　
（
ｎ
ｆ

　
　
　
　
ｎ
　
Ｏ

　
　
　
　
Ｏ
　
　
　
ｎ

　
　
　
　
Ｃ
　
Ｓ
　
ａ

　
　
　
　
　
ｅ
　
Ｐ

　
　
　
　
％
１
ｕ
加

　
　
　
　
　
ａ

　
　
３
９
５
ｙ
ｎ

　
　
　
　
　
　
■
１
１
一

　
　
図
。
ｆ
比
め

　
　
　
　
　
ｔ

　
　
　
　
岨
ｄ
、
刃
，
．

　
　
　
　
む
。
舳
以

　
　
　
　
ｎ

　
　
　
　
Ｏ
　
　
　
ｍ

　
　
　
　
Ｃ
ｍ
Ｌ

　
　
　
　
ｅ
．
９
１
ｄ

　
　
　
　
出
肥
舳

図
２
か
ら
、

び

５
●

Ｏ

刃

”
Ｏ

０

０
一

＝

＾
刃

　
２

　
ｊ

　
昌

　
く
の

４

０
一
く
い

昌
　
帥

　
ｍ

〈
６
　
Ｌ

　
　
　
　
　
　
カ
ナ
ダ
の
場
合
、
（
卜
～
）
１
１
（
◎
一
◎
）
は
九
五
％
信
頼
区
問
に
ー
含
ま
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
相
対
価
格

で
対
数
線
型
が
妥
当
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
穴
プ
彗
彗
ｐ
雰
窒
（
岩
豪
）
の
結
論
と
唯
一
同
じ
で
あ
る
。
相
対
価
格
と
対
数
線
型
を

使
っ
て
再
度
推
定
し
た
結
果
を
表
２
で
み
る
と
、
ダ
ー
ビ
ソ
・
ワ
ト
ソ
ソ
比
が
わ
ず
か
に
改
善
し
、
や
値
も
増
大
す
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　
図
３
か
ら
、
目
本
の
場
合
対
数
線
型
は
強
く
支
持
さ
れ
る
が
、
相
対
価
格
は
不
適
当
で
あ
る
。
刃
と
６
の
最
大
値
は
そ
れ
ぞ
れ

◎
・
９
◎
・
仁
で
あ
る
か
ら
、
（
卜
助
）
１
－
（
◎
・
９
◎
・
ト
）
で
再
度
推
定
を
行
っ
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
表
２
か
ら
、
↑
値
は
増
大
す
る
が
、

ダ
ー
ビ
ソ
・
ワ
ト
ソ
ソ
比
は
改
善
し
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
推
定
さ
れ
た
回
帰
係
数
の
値
は
、
表
１
で
え
ら
れ
た
対
数
線
型
の
そ

れ
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
我
々
の
目
的
が
線
型
と
対
数
線
型
の
ど
ち
ら
が
妥
当
で
あ
る
か
と
い

う
選
択
の
場
合
に
は
、
対
数
線
型
で
・
。
ｏ
寝
ｓ
試
の
価
格
変
数
が
、
よ
り
適
当
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
声
ｏ
ｑ
ｏ
ｑ
Ｈ
品
算
¢
さ
れ
た
輸
入
需
要
関
数
に
お
け
る
関
数
形
と
価
格
の
同
時
特
定
化
（
本
田
）
　
　
五
〇
一
（
九
八
五
）
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以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
三
国
の
結
果
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
場
合
は
、
輸
入
価
格
と
国
内
価
格
の
差
を
説
明

変
数
に
使
っ
た
対
数
線
型
が
好
ま
し
く
、
カ
ナ
ダ
で
は
、
伝
統
的
な
相
対
価
格
を
も
つ
対
数
線
型
が
妥
当
し
、
目
本
で
は
、
二
つ
の

価
格
を
。
・
Ｏ
混
Ｓ
試
に
使
っ
た
対
数
線
型
が
ベ
タ
ー
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
全
輸
入
に
１
占
め
る
原
材
料
や
鉱
物
石
油
の
シ
ェ
ァ
が

大
き
げ
れ
ぼ
大
き
い
ほ
ど
、
晶
巽
ｏ
電
試
さ
れ
た
輸
入
需
要
関
数
の
相
対
価
格
は
ま
す
ま
す
不
適
当
に
な
る
と
い
う
興
味
深
い
結
論

が
導
び
か
れ
る
。

４
　
今
後
の
課
題

　
以
上
の
分
析
と
結
果
で
間
題
な
の
は
、
ダ
ー
ビ
ソ
・
ワ
ト
ソ
ソ
比
が
あ
ま
り
よ
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
自

己
相
関
の
問
題
も
同
時
に
論
ず
る
必
要
性
を
示
し
て
い
る
。
も
し
我
六
が
、
関
数
形
と
相
対
価
格
の
パ
ラ
メ
ー
タ
制
約
の
同
時
検
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

に
加
え
て
自
己
相
関
を
検
定
し
た
い
な
ら
、
三
っ
の
バ
ラ
メ
ー
タ
、
即
ち
、
１
，
６
，
９
の
同
時
検
定
を
行
わ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。

我
々
の
分
析
と
ｃ
ｏ
署
ぎ
彗
｛
オ
巨
試
（
岩
轟
）
の
分
析
を
結
び
っ
げ
れ
ば
こ
の
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
間
題
が
三
次
元
に
た

る
た
め
に
計
算
が
複
雑
化
す
る
の
で
、
我
々
は
と
り
あ
げ
な
か
っ
た
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

　
た
し
か
に
、
我
々
の
分
析
は
輸
入
需
要
関
数
の
同
時
検
定
間
題
の
第
一
歩
で
あ
る
が
、
同
時
特
定
化
の
重
要
性
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
、
分
析
の
便
宜
と
い
う
観
点
だ
げ
で
、
対
数
線
型
と
相
対
価
格
を
任
意
に
使
う
こ
と
は
非
常

に
危
険
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
１
）
　
詳
し
く
は
、
Ｎ
胃
¢
Ｂ
黒
四
（
宕
ミ
）
を
参
照
。
ま
た
、
Ｎ
胃
¢
昌
げ
§
（
Ｈ
畠
・
◎
）
は
、
貨
幣
需
要
関
数
の
特
定
化
を
論
じ
て
い
る
。

　
　
（
２
）
　
峯
巨
貝
お
ミ
）
は
、
｛
オ
品
ｏ
ｑ
５
。
・
９
ｏ
の
レ
ベ
ル
で
同
じ
検
定
を
行
っ
て
い
る
。



（
３
）
　
よ
り
厳
密
な
結
果
が
必
要
な
と
こ
ろ
で
は
、
◎
．
◎
Ｈ
き
ざ
み
で
計
算
し
た
。

（
４
）
　
図
１
か
ら
（
ン
～
）
１
－
（
ｏ
．
９
Ｉ
ｏ
．
ｏ
）
も
九
五
％
の
信
頼
区
問
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
場
合
、
吻
１
１
－
◎
・
ｏ

　
　
　
　
の
制
約
で
対
数
線
型
を
と
っ
た
ほ
う
が
適
当
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
経
済
的
意
味
が
明
ら
か
で
た
い
か
ら
採
用
し
な
か
っ
た
。

（
５
）
　
９
は
次
式
を
消
す
自
已
相
関
の
パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
・
、
き
山
十
£
亘
く
ボ
“
～
暑
（
９
ｑ
。
）

　
　
文
　
献

｝
ｏ
〆
　
○
．
向
．
勺
．
　
ｐ
箏
｛
Ｏ
．
内
．
　
Ｏ
ｏ
〆
　
Ｈ
０
０
ト
　
、
声
箏
｝
目
邑
＜
ｏ
り
オ
　
◎
｛
け
ｈ
｝
目
ｏ
ｏ
｛
ｏ
『
昌
Ｉ
ｐ
饒
◎
目
ｏ
ｏ
－
、
　
さ
ミ
、
ミ
ミ
　
ｏ
、
　
き
“
　
完
ミ
Ｓ
Ｎ
　
吻
、
ｓ
辻
り
“
、
ｓ
Ｎ
　
字
○
と
サ
・

　
　
薄
き
〃
軍
き
胃
Ｈ
』
鼻

雲
§
芦
ｃ
・
；
己
声
Ｎ
．
肉
婁
一
Ｈ
彗
一
、
皇
二
旨
・
ま
墨
一
ま
§
・
｛
穿
・
品
。
・
凄
箒
ぎ
員
；
彗
彗
ｑ
８
§
ま
ｐ
、
言
§
ミ
ミ

　
　
掌
“
ミ
§
ぎ
§
Ｎ
向
Ｓ
§
§
、
吻
“
Ｈ
お
－
畠
Ｏ
．

…
量
ざ
ド
邑
勺
．
Ｈ
．
書
昌
・
Ｐ
雪
９
、
ぎ
彗
豆
８
一
嚢
邑
畠
＄
・
；
募
・
暮
婁
・
量
一
曇
・
曇
王
暑
冒
；
窒
彗
｛
旨
己
・
ボ
、

　
　
『
ざ
尋
３
§
ミ
専
§
婁
ぎ
§
～
吻
ミ
峯
８
ｍ
・
。
一
富
－
・
。
Ｏ
．

睾
葦
一
二
．
二
彗
一
、
皇
二
潟
婁
・
註
旨
亀
宇
昌
・
己
８
§
ま
易
｛
・
二
暑
邑
。
・
彗
｛
３
昌
塾
一
二
■
麦
葦
・
。
・
一
、
字
ミ
§
向
§
§
、

　
　
旨
ミ
§
；
ト
ｏ
・
。
－
鼻

乙
つ
邑
Ｐ
岩
．
向
．
彗
ｑ
【
．
Ｈ
．
ミ
巨
一
９
雪
。
。
一
、
塁
一
量
弍
旨
彗
二
艮
蔦
｛
冒
｛
旨
・
ま
畠
；
・
曇
§
｛
邑
・
８
・
邑
き
・
Ｐ
、
言
§
ミ
ミ

　
　
向
ｓ
§
§
～
キ
ぎ
ｏ
。
一
Ｈ
－
ｓ
．

Ｎ
胃
竃
寿
串
勺
．
二
萎
一
、
ヨ
冒
ぎ
量
；
冒
昌
，
ま
｛
・
§
己
津
冒
旨
撃
、
言
§
こ
ご
ざ
ト
ミ
ミ
§
寒
蔓
ぎ
一
套
§
嚢
・
ミ

　
　
８
一
閉
Ｓ
－
胃
Ｈ
．

Ｎ
胃
彗
事
串
勺
．
二
竃
ト
↓
Ｓ
■
。
。
寄
冒
註
９
・
～
邑
註
易
一
づ
８
９
◎
豪
ま
８
二
巳
勺
・
Ｎ
｝
『
彗
黒
串
¢
ｑ
二
写
◎
ま
婁
一
■
８
◎
９
豪
．

　
　
ま
易
（
ぎ
邑
彗
一
〇
串
婁
一
オ
彗
ぎ
昌
。
。
二
◎
卜

害
肩
己
ぎ
一
Ｕ
凹
訂
乙
。
◎
旨
８
。
。

　
　
皇
¢
宣
Ｐ
秦
＝
二
豪
混
Ｏ
Ｏ
二
・
二
婁
・
量
身
邑
邑
・
｛
Ｏ
§
ま
身
・
ま
彗
註
・
目
。
・
ぎ
昌
嚢
コ
◎
Ｈ
彗
・

　
　
Ｈ
葛
・
尋
里
昌
・
易
・
＝
・
・
』
・
膏
曇
２
旨
茅
豪
警
邑
・
・
；
毫
ぎ
一
§
き
§
一
妻
§
§
吻
一
・
菱
ぎ
く
胃
一
・
易
家
目
・
。
。
・

　
　
　
　
声
震
篶
電
試
さ
れ
た
輸
入
需
要
関
数
に
お
け
る
関
数
形
と
価
格
の
同
時
特
定
化
（
本
田
）
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（
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Ｈ
昌
君
ヰ
亘
ｏ
婁
Ｈ
ま
異
一
二
◎
邑
８
昌
雪
ｏ
二
胃
婁
一
Ｈ
彗
◎
１
Ｉ
Ｈ
ｏ
ｏ
．
ｏ
．
竃
、
ミ
ミ
§
§
§
；
ぎ
§
ぎ
；
ミ
嚢
婁
く
邑
昌
。
・
｛
。
・
誓
撃

　
　
Ｏ
・
昌
翌
ざ
旦
８
芽
・
一
一
ミ
プ
・
一
馨
一
・
旦
８
ぎ
婁
一
二
・
Ｓ
；
員
曇
・
二
睾
婁
尋
ｏ
ｌ
Ｉ
§
．
◎
．
Ｈ
昌
巨
・
ご
暑
・
ユ
・
｛
。
…
穿
巨

Ｐ
－
Ｏ
”
０
０
０
０
０
．
　
書
　
§
“
“
、
ミ
Ｓ
迂
◎
ミ
Ｓ
Ｎ
、
“
ミ
Ｓ
ミ
、
“
Ｓ
Ｎ
吻
叶
亀
、
之
“
、
吻
１
　
く
～
Ｈ
・
－
◎
■
０
０
　
－
Ｏ
Ｏ
乙
Ｏ
■
¢
０
０
．

　
　
考
◎
昌
－
目
｝
－
Ｈ
箏
Ｏ
Ｏ
昌
¢
０
０
…
　
吋
－
－
◎
目
ｍ
一
◎
｛
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
－
Ｏ
■
『
Ｈ
¢
目
Ｏ
＜
■
■
岸
０
０
．
　
毫
掌
守
、
ミ
Ｓ
“
ぎ
ミ
Ｓ
Ｎ
句
“
ミ
Ｓ
ミ
○
“
Ｓ
Ｎ
り
“
９
，
ｏ
ｏ
“
サ
ク
　
く
”
Ｈ
｛
◎
■
０
０
－
Ｏ
Ｏ
己
０
目
¢
０
０
．

　
　
肉
＄
；
暮
§
婁
オ
◎
邑
墨
二
昌
◎
昌
轟
宗
ま
一
＆
耳
亭
¢
○
署
巾
宗
穿
葦
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◎
げ
邑
箏
＆
守
◎
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Ｏ
．
向
．
Ｏ
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．
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§
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§
～
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ｓ
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◎
葛
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｝
『
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◎
■
ｏ
ｏ
　
｛
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
■
¢
ｏ
ｏ
．

　
　
句
－
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ｑ
■
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
岸
¢
｛
－
■
Ｈ
■
け
Ｈ
◎
｛
目
Ｏ
饒
◎
箏
四
Ｈ
Ｏ
◎
げ
一
Ｐ
｝
箏
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｛
｛
『
◎
員
「
ｑ
．
宅
．
　
さ
Ｓ
、
｝
◎
◎
沖
県
掌
迂
、
ミ
Ｓ
ミ
◎
ミ
Ｑ
Ｎ
り
“
Ｓ
ま
吻
、
Ｏ
タ
　
一
＠
べ
０
．




